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陳
于

『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理

究
』

佐

々

木

聰

本
書
は
敦
煌
・
吐
魯
番

に
含
ま
れ
る
「
發
病
書
」
と
呼
ば

れ
る

料
群
に
つ
き
、
網
羅

な
整
理
・

を
試
み
た
基
礎

究
で
あ
る
。

に
據
れ
ば
、
發
病
書
は
『

六
典
』

十

四
・
太
常
寺
太
卜

條
に
「
凡
陰
陽

占
、
…
略
…
八
曰
發
病
」

と
あ
る
が
、「
公
私
の
書
目
に
は
「
發
病
」
や
疾
病
の
占
い
を
書

名
と
す
る
書
物
は
い
ず
れ
も
載

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。」
と
い

う
（

論
�
頁
）。
こ
う
し
た

況
に
對
し
、
敦
煌
吐
魯
番
か
ら

發
見
さ
れ
た
發
病
書
は
、「『
發
病
書
』
が

史
上
に
實
在
し
、
流

行
し
て
い
た
こ
と
に
對
す
る
有
力
な
證
據
と
な
る
だ
け
で
な
く
」、

「
學
會
が
中
古
中
國
に
お
け
る
疾
病
史
・
醫
療
史
・
社
會
史
等
の

領
域
に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に

め
る
一
助
と
な
り
う
る
」

（
同
）
と

べ
て
い
る
。

ま
た
、

は
發
病
書
を

の
よ
う
に
定
義
す
る
。「
狹
義
に

は
「
發
病
書
」
と
題
さ
れ
た
敦
煌
吐
魯
番

で
あ
り
、
廣
義
に

は
敦
煌
吐
魯
番

中
に
お
け
る
年
・

・
日
・
時
等
の
そ
れ
ぞ

れ
の
時

に
病
を
得
た
場
合
の
病

・
病
因
・
治
療
・
禁
忌
・

癒
な
ど
の

況
に
つ
い
て
占
う

料
で
あ
る
」（
同
）。

小
稿
で
は
、
以
下
に
本
書
の

容
を
紹
介
し
、
そ
の
特

と

義
を
論
じ
て
み
た
い
。

ま
ず
目

に
よ
り
本
書
の
構

を
示
す
。
本
書
は

究

と
校

に
分
か
れ
て
お
り
、

究

は
「
敦
煌
吐
魯
番
出
土
�
發
病

書
�
叙

」、「
敦
煌
寫
本
發
病
書
�
天
牢
鬼
鏡
圖

推
得
病
日

九
九

『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理

究
』
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法
�

究
」、「
日
本
杏
雨
書
屋
藏
敦
煌
本
�
發
病
書
�

整
理
與

究
」、「
敦
煌
寫
本P

.4732V

＋P
.3402V

�
發
病
書
�

綴
合

究
」、「

論
敦
煌
寫
本
�
發
病
書
�
中

〞
代
人
〝」、

「
敦
煌

數

見
〞
天
醫
〝
考
論
」、「
武
威
西
夏
二
號
墓

繪
板
畫
〞
藁
里
老
人
〝
考
論

論
敦
煌
寫
本
�
發
病
書
�
中

〞
丈
人
〝」、「
醫
療
社
會
史

野
下

敦
煌
吐
魯
番
�
發
病
書
�

究
」
の
八

を
收

す
る
。

に
校

は
、
①P

.2856
�
發
病
書
�（
丸
番
號
は

書
。

以
下
同
）、
②S

.6196

↓S
.6346V

↓
羽015V

↓P
.2978V

�
發
病
書
一

�、
③P

.4732V

＋P
.3402V
�
發
病
書
・
推
十

干
病
法
、
推
得
病
時
法
、
推
十
二
祇
得
病
法
、
推
五
行
日
得
病
法

等
（
擬
）�
、
④

x
.
00506

＋

x
.
0
5
9
2
4

�
推
得
病
日
法

（
擬
）�、
⑤P

.3556V

�
推
十
干
�、
⑥S

.P
.6

�
推
十
干
得
病

日
法
�、
⑦

x
.01258

＋

x
.01258V

＋

x
.01259

（
＋

x
.

04253V
)

＋

x
.
01259V

(

＋

x
.
04
2
5
3
)

＋

x
.
01289

＋

x
.

01289V

＋

x
.
02977

＋

x
.
02977V

＋

x
.
06761

＋

x
.

06761V

＋

x
.
03165V

＋

x
.
03165

＋

x
.
03829

＋

x
.

03829V

＋

x
.03162

＋

x
.03162V

�
天
牢
鬼
鏡
圖

推
得
病

日
法
�、
⑧S
.1468

�
推
十
二
時
中
得
病
日
等
占
法
抄
（
擬
）�、

⑨S
.6216

�
推

得
病
日
鬼
法
等
占
法
抄
（
擬
）�、
��

x
.

05193

�
推
得
病
日
法
�、
��P

.3081

�
七

日
得
病

、
推
人

八
卦
游
載

至
厄
法
等
占
法
抄
（
擬
）�、
��P

.T
.55

�
十
二
因

占
卜
・
壽
元
品
�（
古
藏

）、
��C

h.468 (T
IID
287)

�
推
五

子
日
病
法
、
反
支
法
等
占
法
抄
（
擬
）�、
��C

h
.
1617

背

(T
IIT
3072)

�
發
病
書
（
擬
）�、
��
「
于

H
edin17

號(A
)

�

日
身
體
不

推
吉
凶
法
�、
��
�
張
天
師
發
病
書
�
の
十
六
種

の
テ
キ
ス
ト
を
載

し
て
い
る
。

究

は
そ
れ
ぞ
れ
獨
立
し
た
論

だ
が
、

頭
の
「
敦
煌
吐

魯
番
出
土
�
發
病
書
�
叙

」
が
本
書
で
取
り
上
げ
る

料
に

つ
い
て
の
個
別
の
解
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は

と
鄭

林
氏
が
共
同
執
筆
し
た
『
敦
煌
占
卜

叙

』（

州
大
學

出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
の
「
發
病
書
」
項
と
も
重
な
る
部
分
は

あ
る
が
、

體

に
加
筆
も
し
く
は
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た

容

が
多
い
。
ま
た
『
敦
煌
占
卜

叙

』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
た

王
晶
波
『
敦
煌
占
卜

與
社
會
生
活
』（
甘

敎
育
出
版
社
、
二

〇
一
三
年
）
を
は
じ
め
、

書
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
先

一
〇
〇

『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理

究
』
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行

究
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
取
り
上
げ
る

料
も
か
な
り

え
て
お
り
、『
敦
煌
占
卜

叙

』
で
は
、
英
・
佛
・
露
・

日
（
日
は
杏
雨
書
屋
本
一
件
の
み
）

藏
の

料
の
み
を
取
り

上
げ
て
い
た
の
に
對
し
、
本
書
で
は
佛

藏
の
藏

寫
本
、
獨

藏
の

寫
本
、
ヘ
デ
ィ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
于

寫
本
、

さ
ら
に
は

年
、

に
よ
り
發
見
さ
れ
た
『
張
天
師
發
病
書
』

（

淸
以
降
の
抄
本
）
も
發
病
書
の
流
れ
を

む

と
し
て
載

す
る
な
ど
、
從
來
、
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

料
も
取
り
上
げ

て
い
る
。

ま
た
、

後
の
「
醫
療
社
會
史

野
下

敦
煌
吐
魯
番
�
發
病

書
�

究
」
は
、
各

料
の
分
析
を
踏
ま
え
た
總
論

論

で
あ

り
、
發
病
書
に

べ
ら
れ
る
「
疾
病
と
病

」、
そ
こ
に
反
映
さ

れ
た
「
病
因

」、
病
氣
に
對
す
る
「
醫
療
手
法
と
禁
忌
」
な
ど

の

點
か
ら
發
病
書
の
特

を
考
察
す
る
。
特
に
醫
療
と
占

・

呪

、
と
い
う
二
つ
の

座
か
ら
發
病
書
を
分
析
し
て
い
る
點
は

興
味
深
い
。
た
と
え
ば
病

の
描
寫
に
つ
い
て
は
、
當
時
の
「
醫

學
の
語
境
」、
つ
ま
り
醫
療
用
語
と
の
符
合
を
指
摘
す
る
一
方

（
六
四
〜
六
五
頁
）、
病
の

な
原
因
を
①
鬼
神
の
祟
り
、
②
土
木

建
築
の
禁
忌
の

犯
、
③
見
舞
い
や
弔
問
に
よ
る
疾
病
の
傳
染
、

の
三

に
整
理
し
て
い
る
（
六
五
〜
七
三
頁
）。
そ
し
て
、
治
病
方

法
に
つ
い
て
は
、
呪
符
や
鬼
神
の
名

を
呼
ぶ
こ
と
、
五
行
相
克

に
よ
る
厭

、
人
形
に
厄
を
代
わ
り
に
受
け
さ
せ
る
「
代
人
」
な

ど
、
呪

な
方
法
が

り
上
げ
ら
れ
る
が
、
同
時
に
「
生
氣
が

兌
に
在
れ
ば
…
…
鍼
に
宜
し
き
も
灸
に
宜
し
か
ら
ず
」
の
よ
う
に
、

方
位
を
占
っ
て

藥
や
鍼
灸
な
ど
の
醫
療
行
爲
の
宜
忌
を

す

る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
七
九
〜
八
〇
頁
）。
こ

れ
な
ど
は
醫
療
と
占

（

數
）
の
關
係
を
端

に
表
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
の

討
を
踏
ま
え
た
上
で

は
、

「

宋
敦
煌
醫
療
社
會
史
總
論
」
と
題
し
た

論
を
提
示
す
る
。

そ
の

頭
で
は
、
大
醫
と
な
る
に
は
「
須
く
陰
陽
祿
命
、

家
相

法

び
灼
龜
、
五
兆
、『

易
』、『
六
壬
』
を
妙
解
す
べ
く
、

び
に
須
く

熟
す
べ
し
」
と
い
う
孫
思

の
言
葉
を

げ
て
、
改

め
て
醫
學
と

數
の
結
び
つ
き
を

す
る
。
こ
の
考
え
方
は
、

必
ず
し
も
眞
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
一
方
で
は
や
や
踏
み

ん
で
、

代
社
會
に
お
い
て
「
①

數
は
醫
學
お
よ
び
醫
療
活

動
の
構

素
の
一
つ
」
で
あ
り
、「
②

數
は
時
に
醫

の
效

一
〇
一

『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理

究
』
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能
を
代
替
し
て
お
り
」、「
③

數
は
病
人
が

死
回
生
や
健
康
回

復
の
機
會
を
得
る
た
め
の
倫
理

な

肢
と
な
っ
て
い
た
」

（
八
一
頁
）
と
も

べ
て
い
る
。
ま
た
醫
療
の

い
手
に
も
着
目

し
、「

宋
時
代
の
敦
煌
社
會
で
は
少
な
く
と
も
官
醫
・
民

醫
・

侶
・

士
・
陰
陽
巫
師
・

敎
徒
・
景
敎
徒
・

尼
敎

徒
・
天
敎
徒
な
ど
多
數
の
醫
療
グ
ル
ー
プ
が
活

し
て
お
り
」

（
八
四
頁
）、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
っ
た
が
、
共

點
と
し
て
は
、

み
な
「
醫
」
と
「

╱
卜
」
を

用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
（
八
五
頁
）。

そ
の
ほ
か
は
、
個
別
の

料
に
つ
い
て
の
基
礎

究
が
多
い
が
、

「

論
敦
煌
寫
本
�
發
病
書
�
中

〞
代
人
〝」、「
敦
煌

數

見
〞
天
醫
〝
考
論
」、「
武
威
西
夏
二
號
墓

繪
板
畫
〞
藁
里
老

人
〝
考
論

論
敦
煌
寫
本
�
發
病
書
�
中

〞
丈
人
〝」
の

三

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
生

に
代
わ
っ
て
災
厄
を
受
け
る
「
代

人
」、
②
加

・

命
・
生
氣
・
福
德
と
と
も
に
八
卦
を

當
し

た
八
方
位
を
め
ぐ
る
「
天
醫
」、
③
西
夏
墓
出
土
の

繪
板
畫
に

描
か
れ
た
「
藁
里
老
人
」
と
發
病
書
中
の
「
丈
人
」
の
關
係
、
に

焦
點
を
當
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
た
①
辟

、
②
禁
忌
、

③
鬼
神
に
關
わ
る
テ
ー
マ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
各
論
に
お
い
て
祿
命
書
や
醫
書
と
の
比
較
か
ら
發
病
書

に
見
え
る
こ
れ
ら
の

素
の
特

を

ら
か
に
し
て
い
る
。

校

は
、
傳
存
す
る
敦
煌
・
吐
魯
番
の
發
病
書
テ
キ
ス
ト

て
を
載

し
て
い
る
。
飜
字
に

體
字
を
用
い
る
點
は
や
や

念

だ
が
、
先
行

究
を
踏
ま
え
た
綴
合
・
校
勘
・

句
は

料
群
を

把
握
す
る
上
で
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
・
ド
イ

ツ

藏
の
發
病
書
に
つ
い
て
は
、
岩
本
篤
志
『

代
の
醫
藥
書
と

敦
煌

』（
角
川
學
藝
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
に
も
實
見
に
基
づ

く
詳
細
な

討
が
あ
り
、
こ
の

果
を
踏
ま
え
て
い
な
い
の
は
か

な
り

念
で
あ
る
。
な
お
、
發
病
書
に
は
、
快
癒

願
の
た
め
の

辟

呪
符
や
鬼
神
の
圖
像
を
載
せ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
う

し
た
圖
像
も

て
載

し
て
い
る
。
非

料
に
は
原

は
な

く
、
先
行

究
に
よ
る

譯
釋

を
載
せ
て
い
る
が
、
同
時
に
當

該

の
先
行

究
を
な
る
べ
く
網
羅

に

げ
て
お
り
、
便
利

で
あ
る
。

以
上
、
本
書
の

容
を

に
紹
介
し
た
。
右
に
指
摘
し
た
よ

う
な
問
題
も
あ
る
が
、
煩

な
發
病
書
を
非

占
書
も
含
め
て

一
〇
二

『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理

究
』
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整
理
し
、
敦
煌
吐
魯
番
社
會
に
お
け
る
多

な
醫
療
實
態
と
合
わ

せ
て
そ
の

容
を
讀
み
と
く
こ
と
で
、
そ
の
特

や

義
を

ら

か
に
し
た
好

で
あ
る
。
そ
の
示
唆
に
富
む
考
察
は
、

數

究

と
醫
學
史

究
を
は
じ
め
、
廣
く
社
會
史
や
宗
敎
史
、
思
想
史
な

ど
の

分
野
に
裨

す
る

究

果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

後
に

越
な
が
ら
、

の
立
場
か
ら
若
干
の
補
足
を
し
た

い
。
校

の
末
尾
に
は
、

年
、

が
江
蘇
省
徐
州
市
の
個

人
か
ら
入
手
し
た
と
い
う

世
抄
本
『
張
天
師
發
病
書
』（
一

、

本

四
葉
）
を
載

し
、

究

で
も
そ
の
重

性
を

す
る
。

に
よ
れ
ば
、
從
來
、
發
病
書
や
占
病
に
當
た
る
書
物
が

代

の
目

に
見
え
な
い
た
め
、

代
以

に
お
け
る
發
病
書
の
存
在

や
流
行
が
疑
わ
れ
て
お
り
、
敦
煌

究

か
ら
も
、
專
門
の
書

で
は
な
く
、

抄
寫
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
も
し
く
は
中
原

か
ら
傳
來
し
た
の
で
は
な
く
、
敦
煌
で
獨
自
に
作
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
、
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。『
張
天
師
發
病
書
』
の

發
見
は
、
從
來
の
見
方
に
對
し
、
發
病
書
が
專
門
の
書

で
あ
り
、

敦
煌
以
外
に
も
中
國
社
會
に

か
つ
長
期

に
流
行
し
て
い

た
こ
と
を
裏
附
け
る
と

は

べ
る
（
二
六
頁
）。

こ
う
し
た

の
考
え
、
特
に
發
病
書
が
中
國
社
會
に
廣
く
流

布
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

も

ね

同
で
き
る
。
た
だ
、

そ
れ
を
『
張
天
師
發
病
書
』
の
み
に
基
づ
き

張
す
る
の
で
は
不

十
分
だ
ろ
う
。
實
は
『
張
天
師
發
病
書
』
以
外
に
も
、

似
の
書

名
と

容
を
持
つ
『
張
天
師
法
病
書
』
や
『
張
天
師
袪
病
書
』
な

ど
と
言
っ
た
書
物
が
淸
末
に
流
行
し
て
お
り
、
善
本
書
目
な
ど
に

は
載
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
中
國
の
古
書
市
場
に
し
ば
し
ば
出
品

さ
れ
て
い
る
。

、

は
い
く
つ
か
の
光

刊
本
を
收
集
し

た
が�１
）、
そ
の
中
に
は
『
張
天
師
發
病
書
』
と
よ
く
似
た

料
も
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
『
張
天
師
發
病
書
』
は
「

一
日
」
か
ら
「
三

十
日
」
ま
で
の
各
日

に
病
氣
を
占
う
の
が
特

だ
が
、
こ
う

し
た

容
は
、
敦
煌
の
發
病
書
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
一
方

で

似
の

容
を
持
つ
『
張
天
師
法
病
書
』（
光

乙
未
（
一
八
九

五
）
年
刊
本
）
や
『
張
天
師

治
病
符
法

訣
』（
光

三
（
一

八
七
七
）
年
抄
繪
刊
本
）
な
ど
が
傳
存
し
て
い
る
。
特
に

は
、

『
張
天
師
發
病
書
』
と
比
べ
て
字
句
や
形
式
も
整
っ
て
お
り
、
よ

り

本
に

い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
遡
る
と
、

末

の
日
用

書
『
五
車

錦
』『
不
求
人
』『
萬
用
正
宗
』
な
ど
に
設

一
〇
三

『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理

究
』
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け
ら
れ
た
「
法
病
門
」
の
中
に
も
、『
張
天
師
發
病
書
』
と
は
ま

た
別
系
統
の
三
十
日

の
占
病
が
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、『
張
天
師
發
病
書
』
の
背
景
に
は
、

淸
に
お
け
る
多

な

占
病
テ
キ
ス
ト
の
流
布
を
想
定
す
る
必

が
あ
る
。

以
上
、

の
關
心
か
ら
課
題
を
指
摘
し
た
が
、
そ
も
そ
も
、

從
來
の
敦
煌
占
書

究
に
お
い
て
は
、
古
代
の
日
書
な
ど
と
比
べ

て
、

世
の
占
書
と
の
關
係
に

目
す
る

究

は
あ
ま
り
多
く

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
風

に
對
し
、
本
書
が
『
張
天
師
法
病

書
』
を
取
り
上
げ
、

世
の
占
病
受
容
を
論
じ
た
點
は
、
敦
煌
占

書

究
に
新
た
な
展
開
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

註�１
）

知
の

り
、
現
在
、
中
國
で
は
淸

以

の

物
の
國
外
持

ち
出
し
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
當
該

料
の
收
集
に
あ
た

り
、
浙
江
理
工
大
學
・
張
麗
山
氏
に
協
力
い
た
だ
き
、
中
國
國

で
購
入
・
保
管
し
、

料
の

討
・
整
理
を

め
て
い
る
。

（
十
六
開
、
一
八
九
頁
、
二
〇
一
六
年
一
一

、

科
學
出
版
社
、
六
十
八
元
）

一
〇
四

『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
發
病
書
整
理

究
』


